






























































































































亭。 葉重碧雲片。 花族紫霞英。 （中略．．．誰もこの花の良さを認めないとする文）
生怜レ不レ得レ所。 死欲レ揚：其声＿。 裁為・天子琴＿。 刻作．古人形＿。 云待ー ．我成ー レ
なんす はな













































愛北窓北。 窓竹多好風ー。 綸松有嘉色ー。 幽懐ー以合。 俗念随レ縁息。 在：篇











































薇意。 復此荒涼園。 園中独立久。 H淡風露寒。 秋薩こと蓋と（蕉麗。
ちょうざん
好樹亦凋残。
t・t' りらく さかずきいささか なんじ なんじ
唯有数叢菊→。 新開籠落間＿．。 携レ腸聯就酌。 為レ爾一留連。 （中略）顧謂爾


















青符。 移—栽東窓前＿。 愛爾寒不ーレ富。 病夫臥相対。 しょうしょう日夕閑篇篇。 昨為山
えんかえだ しかく しょうがん じん―•う かんこく


















の自宅にある二本の松を詠んで、「憶昨為レ吏日。 折レ腰多苦辛ー ．。 帰直家不て自適＿。
いささか かひん なんなん ひがいす さんきん
無レ計レ慰．心神＿。 手栽両松樹ー ．。 聯以嘗．嘉賓--。 垂レ春 Hー 漑。 生意漸欣欣。
じんじつ せきば（ （ゆ なんじ -.. じん


















































































































































































































































































































7 澤崎久和「白居易「以詩為佛事」と『維席経」 宋代への継承を視野に人れて 」（『白居易研究年
報』第・I六号、平成二十七年,.ニ）J) によると、白居易にとって、作詩は仏事であったことを指摘され
ちI, ,., 
ている。また陳 柳著『白居易の文学と白氏文集の成立 Ir嵐11から東アジアヘーー」（勉誠出版、 'f
成二 j・三年四月）二四ー～二丘三頁によると、『白氏文集』を嫌I  Ii惰団は、悟りを得るための重要な経
典とみなしていたというこそれは中国に限らず、中軋の日本でも拙現していた。さらに、さまざまな l
本人の息想の形成に、大きな影饗を与えていると指摘される。
8 『大般涅槃経』を一瞥した限りでも、「一切衆生云々」は、巻七、四0五頁上。巻二十七、五二四頁
ド。巻三十一、五四九頁中。巻三トニ、 fi.五四頁下、五五六頁」••。巻三,.三、五六二頁下。巻三十五、
Ji.七ー頁上、五七三頁下、五七四頁中。巻三十六、五七1/LJ頁ド。などで記される。
9 []本天台宗の檀那流や恵心流の草木成仏息想については、堀端英一氏の一連の研究を参照した。ここで
は氏の「草木成仏に見る毘沙l"堂流の教義変化」（『印度学仏教学研究」第六十四巻第二号、平成二十八
年三月）と「草木成仏に見る昆沙l"堂流の教義変化について 経海の恵心流相承と「草木発心修行成
仏記」との関連 」（『天台学報」第五十八号、平成二十八年t-・月）のみを紹介しておく。
10檀那（覚運）疑問、御廟（良源）決答の記録〈延元元(-三豆六）年の俊賀書写本〉『草木発心修行成
仏記」（仏書刊行会編発行、『大H本仏教全書』二十四巻、大1E二年,.月、三0九～三ー0頁）の「裏
害」（三ー0頁の下段）にも、良源の決答として、草木は有心のゆえに成仏すると言っている。
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